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街
中
を
歩
い
て
い
て
、
目
の
前
の
段
差

に
気
が
付
か
ず
つ
ま
ず
き
そ
う
に
な
っ

た
、
な
ん
て
経
験
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

の
時
は
、
ち
ょ
っ
と
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た

だ
け
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
も
し
、

あ
な
た
が
車
い
す
に
乗
っ
て
い
た
と
し
た

ら
―
。

　
ス
ロ
ー
プ
が
な
け
れ
ば
、
自
力
で
は
前

に
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
た
と

え
小
さ
な
段
差
で
も
、
体
が
不
自
由
な
人

に
と
っ
て
は
大
き
な
障
害
に
な
り
得
る
。

こ
う
し
た
視
点
で
見
て
み
る
と
、
実
は
、

社
会
に
は
「
み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い
」

と
は
言
え
な
い
状
況
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

あ
る
。

　
日
本
の
「
障
害
者
基
本
法
」（
２
０
１

１
年
８
月
改
正
）
に
よ
る
と
、
障
害
者
と

は「
身
体
障
害
、知
的
障
害
、精
神
障
害（
発

達
障
害
を
含
む
）
そ
の
他
の
心
身
の
機
能

の
障
害
が
あ
る
」
と
同
時
に
、「
障
害
及

び
社
会
的
障
壁
に
よ
り
継
続
的
に
日
常
生

活
、
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を
受
け
る

状
態
に
あ
る
」こ
と
。つ
ま
り「
障
害
」と
は
、

歩
け
な
い
、
見
え
な
い
、
聞
こ
え
な
い
と

い
う
よ
う
な
心
身
機
能
の
問
題
だ
け
で
な

く
、
ス
ロ
ー
プ
が
な
い
、
特
定
の
職
種
に

就
け
な
い
、手
話・点
字
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
、

人
々
の
無
関
心
や
偏
見
…
と
い
う
よ
う
な

物
理
的
・
制
度
面
・
情
報
面
・
心
理
面
で

の
〝
障
害
者
の
社
会
参
加
を
阻
む
障
壁
〞

も
指
し
て
い
る
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
壁
に
直
面
し
て
い
る
人
は
、

日
本
国
内
だ
け
で
も
人
口
の
約
６
％
を
占

め
る
約
７
５
０
万
人（
厚
生
労
働
省
発
表
）。

世
界
で
は
２
０
１
０
年
時
点
で
、
総
人
口

の
約
15
％
、
約
10
億
人
に
も
上
る
（
出
典
：

世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）／
世
界
銀
行『
障

害
に
関
す
る
世
界
報
告
書
』）。
そ
し
て
そ

の
数
は
、
世
界
的
な
高
齢
化
や
慢
性
疾
患

の
増
加
に
よ
り
上
昇
し
続
け
て
い
る
。

　
障
害
の
有
無
に
関
係
な
く
、
す
べ
て
の

人
が
日
常
生
活
を
安
全
で
快
適
に
送
れ
る

よ
う
に
―
。
１
９
８
１
年
の
「
国
際
障
害

者
年
」
を
き
っ
か
け
に
、
国
際
社
会
は
障

害
者
に
対
す
る
取
り
組
み
を
強
化
。
障
害

者
の
「
完
全
参
加
と
平
等
」
を
共
通
の
目

標
と
し
て
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
状
況

を
踏
ま
え
て
、
障
害
者
支
援
の
体
制
を
整

備
し
て
き
た
。

　
さ
ら
に
近
年
で
は
、
２
０
０
６
年
に
障

害
者
の
〝
人
権
〞
に
着
目
し
た
「
国
連
障

害
者
権
利
条
約
」
が
発
効
。
保
健
、
教
育
、

雇
用
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
生
活
、
情

報
利
用
、
移
動
な
ど
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

面
で
障
害
者
の
権
利
が
示
さ
れ
、
障
害
者

が
一
切
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
平
等
に
社

会
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
最
大
限
の
配
慮

を
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。

２
０
１
１
年
11
月
15
日
現
在
、
こ
の
条
約

に
は
１
０
６
の
国
・
地
域
が
批
准
。
日
本

も
07
年
に
署
名
し
、
批
准
に
向
け
て
国
内

法
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
条
約
で
は
、
障
害
者
支
援
の
た
め

の
国
際
協
力
の
必
要
性
に
も
言
及
し
て
い

る
。「
障
害
は
貧
困
と
強
く
結
び
付
い
て
い

る
」
と
中
村
信
太
郎
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力

専
門
員
。「
途
上
国
で
は
、
貧
し
く
て
満
足

な
食
事
が
で
き
ず
に
栄
養
不
良
に
な
っ
た

り
、
病
気
や
け
が
を
し
て
も
お
金
が
な
く

て
治
療
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
障
害

の
背
景
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま

た
、
障
害
が
影
響
し
て
教
育
や
就
労
の
機

会
が
限
ら
れ
、
収
入
確
保
の
道
が
閉
ざ
さ

れ
貧
困
に
陥
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
」
と
話
す
。

　
食
料
、
保
健
医
療
、
教
育
、
環
境
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
す
る
中
で
、
多

く
の
途
上
国
で
は
障
害
者
に
対
す
る
取
り

組
み
が
後
回
し
に
な
り
が
ち
だ
。
し
か
し
、

世
界
人
口
の
約
15
％
を
占
め
る
障
害
者
へ

の
支
援
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
に
向
け
て
も
急
務
。
ま

さ
に
今
、
国
際
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
障

害
者
支
援
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
い
う
機

運
が
高
ま
っ
て
お
り
、
日
本
で
も
今
年
改

正
さ
れ
た
「
障
害
者
基
本
法
」
で
初
め
て
、

国
際
協
力
の
必
要
性
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
70
年
代
か
ら
障
害
者
支
援

に
着
手
。
作
業
療
法
士
、
理
学
療
法
士
、

養
護
な
ど
の
分
野
で
青
年
海
外
協
力
隊
を

派
遣
し
て
き
た
ほ
か
、
研
修
事
業
を
通
じ

て
障
害
当
事
者
や
支
援
者
の
能
力
強
化
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
心
身
機
能
の

回
復
に
貢
献
す
る
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
の

体
制
強
化
、
地
域
に
根
差
し
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン（
Ｃ
Ｂ
Ｒ
）の
推
進
、
さ
ら
に

は
社
会
の
〝
壁
〞
と
な
っ
て
い
る
イ
ン
フ

ラ
や
法
制
度
を
整
備
す
る
な
ど
、
円
借
款
・

無
償
資
金
協
力
・
技
術
協
力
の
３
ス
キ
ー

ム
を
組
み
合
わ
せ
、
時
代
の
流
れ
と
と
も

に
協
力
の
幅
を
広
げ
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
意
識
し
て
き
た
の
は
、
障
害
者
の

社
会
参
加
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
障
害

当
事
者
と
社
会
、
双
方
へ
の
働
き
か
け
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
こ
で
採
用

さ
れ
て
い
る
の
が
、「
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
」

と
「
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
」
の
ツ
イ

ン
ト
ラ
ッ
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。
エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト
は
、
い
わ
ゆ
る
〝
人
づ
く
り
〞。

障
害
者
や
そ
の
家
族
が
自
ら
を
取
り
巻
く

問
題
に
気
付
き
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
な
ど

を
通
じ
て
、
周
り
を
巻
き
込
み
な
が
ら
具

体
的
な
解
決
に
向
け
て
主
体
的
に
ア
ク
シ
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「
み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い
」

と
は
言
え
な
い
社
会

途
上
国
が
直
面
す
る

障
害
と
貧
困
の
問
題

障
害
者
と
社
会
に
対
す
る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
障
害
者
支
援

心身に何らかの障害を持つ人は世界で約 10 億人。
その約 8 割が、開発途上国で暮らす貧困層だといわれている。
さまざまな社会の壁に阻まれ、日常生活に困難が生じている人々。
すべての人にとって安全で快適な社会の実現は、
国際社会の共通の課題となっている。
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特集  障害者支援

自立生活運動
重度障害者が必要に応じて適
切な介助を得ながら、地域社会
の中で自分の意思で生活すること
を目指す運動。1960年代にアメ
リカで始まり、70年代から日
本でも実施されてきた。

ョ
ン
を
起
こ
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
彼
ら
の
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
を
実
現
す
る
た
め
の
環
境
整
備

と
し
て
、
障
害
者
に
対
す
る
支
援
制
度
な

ど
の
策
定
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
担

う
人
材
の
育
成
、
市
民
へ
の
啓
発
活
動
と

い
っ
た
、
行
政
や
地
域
の
人
々
を
対
象
と

し
た
協
力
も
同
時
に
行
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
は
、

た
と
え
障
害
者
支
援
を
直
接
目
的
と
す
る

事
業
で
な
く
て
も
、
す
べ
て
の
事
業
に
お

い
て
障
害
者
に
配
慮
し
た
視
点
を
組
み
込

む
こ
と
。
都
市
開
発
に
お
け
る
ビ
ル
や
駅

な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
そ
の
一
例

だ
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
障
害
当
事
者
の

専
門
性
を
重
視
。
障
害
の
あ
る
人
々
が
ど

の
よ
う
な
壁
に
直
面
し
て
い
る
の
か
、
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
れ
ば
よ
い
の
か

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
当
事
者
が
一
番
よ

く
知
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
障
害
者
分
野

の
支
援
で
は
〝
障
害
当
事
者
の
参
画
〞
が

重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
下
、
知
的
障

害
者
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
し
て
現
地
に

派
遣
す
る
な
ど
、
国
際
社
会
の
中
で
も
特

徴
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
障
害
者
が
住
み
よ
い
社
会
は
、
誰
も
が

住
み
よ
い
社
会
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
活
動
理
念

で
あ
る
「〝
す
べ
て
の
人
〞
が
恩
恵
を
受

け
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
開
発
」
を
実
現
す

べ
く
、
今
後
も
障
害
者
を
含
む
す
べ
て
の

人
々
に
配
慮
し
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

く
方
針
だ
。

バリアフリー
障害の有無や年齢にかかわら
ず、すべての人が安全で快適な社
会生活が送れるよう、物理的・制
度面・情報面・心理面の障害（バ
リア）が除去（フリー）された

状態。

国連障害者
権利条約

2006年12月の国連総会で障害
者の権利と尊厳の保護・促進を目
的に採択された条約。国際協力
の必要性を示す条文が盛り
込まれた点も画期的。

ユニバーサル
デザイン

既存のものを障害者が使いやすいよ
うに変えるバリアフリーに対し、計
画・設計の段階から、障害の有無や
年齢に関係なくすべての人が使い
やすいように製品や施設をデザ

インすること。

「食品衛生の資格を取ったことで仕事ができるの！」。知的障害
のあるコスタリカ人のロサさんは、JICA の支援をきっかけに新し
い知識を吸収し、社会参加への道を切り開いた

ピアカウンセリング
障害当事者が聞き手となって、
障害者のカウンセリングを行うこ
と。双方が対等な立場にあること
から、障害者のニーズを的確に
考慮したきめ細やかなサポー

トが期待できる。

地域に根差した
リハビリテーション（CBR）
地域社会にある資源を生かしながら、障
害者当事者やその家族、コミュニティーが
協働で問題解決に取り組む手法。最近では
CBRが発展して、障害者を含むすべての
人々を巻き込んで開発を行う「地域に
根差したインクルーシブな開発
（CBID）」も広まりつつ

ある。

JICAの支援
アプローチ

ツイントラック
アプローチ

JICAの障害者支援のアプローチ。
「エンパワメント」と「メインストリ
ーミング」の2つの手法を通じ
て、障害者の社会への完全参

加と平等を目指す。

エンパワメント
障害当事者がイニシアチブ
を取り、自らを取り巻く環境
の改善に向けて行動できる
よう力を付けること。

メイン
ストリーミング

障害者を受益者・実施者に含めて事
業を進めていくこと。障害者を直接的
な対象としていないプロジェクトで
も、JICAではすべての事業の中に
障害者の視点を組み入れること

を目指している。

取材協力：中村信太郎・JICA国際協力専門員（社会保障）

ミレニアム開発目標
（MDGs）

2015年を達成期限に、教育、母子保健、
ジェンダー、感染症、環境など8つの分野
で国際社会が定めた共通の開発目標。
貧困ライン以下で生活する人の半減
（ゴール1）や初等教育の完全普及
（ゴール2）など、障害者支援が進ま
なければ達成が難しい数値目

標も多い。

特集 障害者支援
意識を変える。社会が変わる。

障害者支援を理解する

のキーワード10

意識を変える。
社会が変わる。
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に
関
す
る
世
界
報
告
書
』）。
そ
し
て
そ

の
数
は
、
世
界
的
な
高
齢
化
や
慢
性
疾
患

の
増
加
に
よ
り
上
昇
し
続
け
て
い
る
。

　
障
害
の
有
無
に
関
係
な
く
、
す
べ
て
の

人
が
日
常
生
活
を
安
全
で
快
適
に
送
れ
る

よ
う
に
―
。
１
９
８
１
年
の
「
国
際
障
害

者
年
」
を
き
っ
か
け
に
、
国
際
社
会
は
障

害
者
に
対
す
る
取
り
組
み
を
強
化
。
障
害

者
の
「
完
全
参
加
と
平
等
」
を
共
通
の
目

標
と
し
て
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
状
況

を
踏
ま
え
て
、
障
害
者
支
援
の
体
制
を
整

備
し
て
き
た
。

　
さ
ら
に
近
年
で
は
、
２
０
０
６
年
に
障

害
者
の
〝
人
権
〞
に
着
目
し
た
「
国
連
障

害
者
権
利
条
約
」
が
発
効
。
保
健
、
教
育
、

雇
用
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
生
活
、
情

報
利
用
、
移
動
な
ど
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

面
で
障
害
者
の
権
利
が
示
さ
れ
、
障
害
者

が
一
切
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
平
等
に
社

会
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
最
大
限
の
配
慮

を
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。

２
０
１
１
年
11
月
15
日
現
在
、
こ
の
条
約

に
は
１
０
６
の
国
・
地
域
が
批
准
。
日
本

も
07
年
に
署
名
し
、
批
准
に
向
け
て
国
内

法
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
条
約
で
は
、
障
害
者
支
援
の
た
め

の
国
際
協
力
の
必
要
性
に
も
言
及
し
て
い

る
。「
障
害
は
貧
困
と
強
く
結
び
付
い
て
い

る
」
と
中
村
信
太
郎
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力

専
門
員
。「
途
上
国
で
は
、
貧
し
く
て
満
足

な
食
事
が
で
き
ず
に
栄
養
不
良
に
な
っ
た

り
、
病
気
や
け
が
を
し
て
も
お
金
が
な
く

て
治
療
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
障
害

の
背
景
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま

た
、
障
害
が
影
響
し
て
教
育
や
就
労
の
機

会
が
限
ら
れ
、
収
入
確
保
の
道
が
閉
ざ
さ

れ
貧
困
に
陥
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
」
と
話
す
。

　
食
料
、
保
健
医
療
、
教
育
、
環
境
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
す
る
中
で
、
多

く
の
途
上
国
で
は
障
害
者
に
対
す
る
取
り

組
み
が
後
回
し
に
な
り
が
ち
だ
。
し
か
し
、

世
界
人
口
の
約
15
％
を
占
め
る
障
害
者
へ

の
支
援
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
に
向
け
て
も
急
務
。
ま

さ
に
今
、
国
際
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
障

害
者
支
援
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
い
う
機

運
が
高
ま
っ
て
お
り
、
日
本
で
も
今
年
改

正
さ
れ
た
「
障
害
者
基
本
法
」
で
初
め
て
、

国
際
協
力
の
必
要
性
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
70
年
代
か
ら
障
害
者
支
援

に
着
手
。
作
業
療
法
士
、
理
学
療
法
士
、

養
護
な
ど
の
分
野
で
青
年
海
外
協
力
隊
を

派
遣
し
て
き
た
ほ
か
、
研
修
事
業
を
通
じ

て
障
害
当
事
者
や
支
援
者
の
能
力
強
化
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
心
身
機
能
の

回
復
に
貢
献
す
る
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
の

体
制
強
化
、
地
域
に
根
差
し
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン（
Ｃ
Ｂ
Ｒ
）の
推
進
、
さ
ら
に

は
社
会
の
〝
壁
〞
と
な
っ
て
い
る
イ
ン
フ

ラ
や
法
制
度
を
整
備
す
る
な
ど
、
円
借
款
・

無
償
資
金
協
力
・
技
術
協
力
の
３
ス
キ
ー

ム
を
組
み
合
わ
せ
、
時
代
の
流
れ
と
と
も

に
協
力
の
幅
を
広
げ
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
意
識
し
て
き
た
の
は
、
障
害
者
の

社
会
参
加
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
障
害

当
事
者
と
社
会
、
双
方
へ
の
働
き
か
け
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
こ
で
採
用

さ
れ
て
い
る
の
が
、「
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
」

と
「
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
」
の
ツ
イ

ン
ト
ラ
ッ
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。
エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト
は
、
い
わ
ゆ
る
〝
人
づ
く
り
〞。

障
害
者
や
そ
の
家
族
が
自
ら
を
取
り
巻
く

問
題
に
気
付
き
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
な
ど

を
通
じ
て
、
周
り
を
巻
き
込
み
な
が
ら
具

体
的
な
解
決
に
向
け
て
主
体
的
に
ア
ク
シ
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「
み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い
」

と
は
言
え
な
い
社
会

途
上
国
が
直
面
す
る

障
害
と
貧
困
の
問
題

障
害
者
と
社
会
に
対
す
る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
障
害
者
支
援

心身に何らかの障害を持つ人は世界で約 10 億人。
その約 8 割が、開発途上国で暮らす貧困層だといわれている。
さまざまな社会の壁に阻まれ、日常生活に困難が生じている人々。
すべての人にとって安全で快適な社会の実現は、
国際社会の共通の課題となっている。
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特集  障害者支援

自立生活運動
重度障害者が必要に応じて適
切な介助を得ながら、地域社会
の中で自分の意思で生活すること
を目指す運動。1960年代にアメ
リカで始まり、70年代から日
本でも実施されてきた。

ョ
ン
を
起
こ
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
彼
ら
の
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
を
実
現
す
る
た
め
の
環
境
整
備

と
し
て
、
障
害
者
に
対
す
る
支
援
制
度
な

ど
の
策
定
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
担

う
人
材
の
育
成
、
市
民
へ
の
啓
発
活
動
と

い
っ
た
、
行
政
や
地
域
の
人
々
を
対
象
と

し
た
協
力
も
同
時
に
行
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
は
、

た
と
え
障
害
者
支
援
を
直
接
目
的
と
す
る

事
業
で
な
く
て
も
、
す
べ
て
の
事
業
に
お

い
て
障
害
者
に
配
慮
し
た
視
点
を
組
み
込

む
こ
と
。
都
市
開
発
に
お
け
る
ビ
ル
や
駅

な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
そ
の
一
例

だ
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
障
害
当
事
者
の

専
門
性
を
重
視
。
障
害
の
あ
る
人
々
が
ど

の
よ
う
な
壁
に
直
面
し
て
い
る
の
か
、
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
れ
ば
よ
い
の
か

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
当
事
者
が
一
番
よ

く
知
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
障
害
者
分
野

の
支
援
で
は
〝
障
害
当
事
者
の
参
画
〞
が

重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
下
、
知
的
障

害
者
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
し
て
現
地
に

派
遣
す
る
な
ど
、
国
際
社
会
の
中
で
も
特

徴
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
障
害
者
が
住
み
よ
い
社
会
は
、
誰
も
が

住
み
よ
い
社
会
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
活
動
理
念

で
あ
る
「〝
す
べ
て
の
人
〞
が
恩
恵
を
受

け
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
開
発
」
を
実
現
す

べ
く
、
今
後
も
障
害
者
を
含
む
す
べ
て
の

人
々
に
配
慮
し
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

く
方
針
だ
。

バリアフリー
障害の有無や年齢にかかわら
ず、すべての人が安全で快適な社
会生活が送れるよう、物理的・制
度面・情報面・心理面の障害（バ
リア）が除去（フリー）された

状態。

国連障害者
権利条約

2006年12月の国連総会で障害
者の権利と尊厳の保護・促進を目
的に採択された条約。国際協力
の必要性を示す条文が盛り
込まれた点も画期的。

ユニバーサル
デザイン

既存のものを障害者が使いやすいよ
うに変えるバリアフリーに対し、計
画・設計の段階から、障害の有無や
年齢に関係なくすべての人が使い
やすいように製品や施設をデザ

インすること。

「食品衛生の資格を取ったことで仕事ができるの！」。知的障害
のあるコスタリカ人のロサさんは、JICA の支援をきっかけに新し
い知識を吸収し、社会参加への道を切り開いた

ピアカウンセリング
障害当事者が聞き手となって、
障害者のカウンセリングを行うこ
と。双方が対等な立場にあること
から、障害者のニーズを的確に
考慮したきめ細やかなサポー

トが期待できる。

地域に根差した
リハビリテーション（CBR）
地域社会にある資源を生かしながら、障
害者当事者やその家族、コミュニティーが
協働で問題解決に取り組む手法。最近では
CBRが発展して、障害者を含むすべての
人々を巻き込んで開発を行う「地域に
根差したインクルーシブな開発
（CBID）」も広まりつつ

ある。

JICAの支援
アプローチ

ツイントラック
アプローチ

JICAの障害者支援のアプローチ。
「エンパワメント」と「メインストリ
ーミング」の2つの手法を通じ
て、障害者の社会への完全参

加と平等を目指す。

エンパワメント
障害当事者がイニシアチブ
を取り、自らを取り巻く環境
の改善に向けて行動できる
よう力を付けること。

メイン
ストリーミング

障害者を受益者・実施者に含めて事
業を進めていくこと。障害者を直接的
な対象としていないプロジェクトで
も、JICAではすべての事業の中に
障害者の視点を組み入れること

を目指している。

取材協力：中村信太郎・JICA国際協力専門員（社会保障）

ミレニアム開発目標
（MDGs）

2015年を達成期限に、教育、母子保健、
ジェンダー、感染症、環境など8つの分野
で国際社会が定めた共通の開発目標。
貧困ライン以下で生活する人の半減
（ゴール1）や初等教育の完全普及
（ゴール2）など、障害者支援が進ま
なければ達成が難しい数値目

標も多い。

特集 障害者支援
意識を変える。社会が変わる。

障害者支援を理解する

のキーワード10

意識を変える。
社会が変わる。


